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曇 ッた曰 だ。 

たちまち さき しほく び みさき もろて 

立 待 崎から 汐 首の 岬まで、 諸手 を 拡げて 海 を 抱い 

た 七 里の 砂浜に は、 荒々 しい 磯の 香りが、 何 憚らず 

ほく こく 

北国の 強い 空気に 漲ッて 居る。 空 一面に 渋い 顔 を 開い 

おもて 

て、 遙 かに 遙 かに 地球の 表面 を 圧して 居る 灰色の 雲の 

下に は、 圧せられて たまる もの かと 云 はぬ 許りに、 

ごふしよ まま あ をう み ゆるぎ 

劫 初の 儘の 碧 海が、 底知れぬ 胸の 動揺の 浪を あげて 居 

る。 右 も 左 も 見る 限り、 塩 を 含んだ 荒 砂 は、 冷たい 浪 

の 洗 ふに 委せて、 此処 は 拾 ふべき 貝殻の あるで もな け 



も ある もの かと、 怪 まれる 許りな 此 荒磯の 寂寞 を、 寄 

せて は 寄す る 白浪の、 魂の 台まで も 揺が しさうな 響き 

のみが、 絶 間もなく 破ッて 居る。 函 館に 来て、 林な す 

ま、， ^しら 

港の 船の 檣 を 見、 店 美しい 街々 の 賑ひを 見た だけの 

人 は、 いかに 裏 浜と はい ひ 乍ら、 大森 浜の 人気 無 さの 

恁 許りで あらう と は、 よも 想 ふまい。 ものの 五町と も 

距 たらぬ の だが、 齷齪と 糧を争 ふ 十万の 市民の、 我 を 

さけび 

忘れた 血 声の 暄囂 さへ、 浪の 響に 消されて か、 敢て此 

処ま では 伝 はッて 来ぬ。 —— これ 然し、 怪 むべき でな 

いか も 知れぬ、 自然の 大 なる 声に 呑まれて ゆく 人の 声 

の 果敢な さ を 思へば。 



こと を考へ て 居る。 

仰向の 男 は、 空 一面に 彌漫 つて 動かぬ 灰 雲の 真中 を、 

黙って 瞋 〔# ルビの 「みつ」 は 底本で は 「みつめ 匕 めて 居 

うつむ み ぎ 

る。 螽の 如く 蹲んだ 男 は、 平たい 顔 を 俯向けて、 右手 

ひとさし ただし 

の 食指で 砂の 上に 字 を 書いて 居る —— 「忠 志」 と 書い 

また 

て 居る。 書いて は 消し、 消して は復 同じ 字 を 書いて 居 

る。 忠 志と いふの は 此 男の 名で ある。 何遍も 消して は、 

何遍も 書く。 用の 少ぃ 官吏と か 会社員と かが、 仕様 事 

なしの 暇つ ぶしに、 よく 行る 奴で、 恁麼事 をす る 男 は、 

大抵 弾力の ない 思想 を 有ッて 居る もの だ。 頭脳に 弾機 

は い あるき 

の 無い 者 は、 足に 力の 這 入らぬ 歩行 方 をす る。 そして、 



『知らん。』 

『知らん？』 

『 呍。』 

『自分の 乗ッた 船の 名前 だ ぜ。』 と、 忠志君 は 平たい 顔 

を 上げて、 たしなめる 様に 仰向の 男 を 見る。 

『だから さ。』 

『君 は 何時でも 其 調子 だ。』 と 苦い 顔 をした が、 『あれ 

むつ まる 

ァ陸奥 丸です。 随分 汚ない 船です よ。』 と 胡 坐の 男に 

向いて 説明す る。 

『あ、 陸 奥です か。 あれに は 僕 も 一 度 乗ッた 事が ある _ 

よう ぽど まへ こつ 

余程 以前の 事た が 』 



なく、 敵 は 見ン事 颯と 退く。 退いた 跡に は、 砂の 目 か 

すず ね 

ら 吹く 潮の 気が、 シ— ッと 清し い 音を立てて、 えなら 

ぬ 強い 薫 を 撒く。 

こども 

『一体 肇 さんと、 僕と は 小児の 時分から 合 はな かッた 

また 

よ。』 と忠志 君は復 不快な 調子で 口 を 切る。 『君の 乱暴 

うまれつき 

は、 或は 生来な のか も 知れない ね。 そら、 まだお 互に 

郷里に 居て、 尋常 科の 時分 だ。 僕が 四 年に 君が 三年 だ 

ッ たかな、 学校の 帰途に、 そら、 酒屋の 林檎 畑へ 這 入 

ッた 事が ぁッ たらう。 何でも 七 八 人 も 居た ッた様 だ。 

J 

『呍、 さう だ、 僕 も 思 出す。 発起人が 君で、 実行委員 



百万 倍 あるから、 それ を 仰ぐ と 人間の 眼が 痛くなる と 

いふ 真理 を 発見して、 成るべく 狭い 薄暗い 所に 許り 居 

ござ 

ようとす る。 それで、 日進月歩の 文明 はこれ で厶 いと 

威張る。 歴史と は 進化の 義 なりと 歴史家が 説く。 ァ 

、 o 

，ノヽ ヽヽヽ 

学校と いふ 学校 は、 皆 鼠賊の 養成 所で、 教育家 は、 

こ っそリ 

好な 酒 を 飲む にも 隠密と 飲む。 これ は 僕の 実見した 話 

を か 

だが、 或る 女 教師 は、 「可笑しい 事が あ ッても 人の 前へ 

出た 時 は笑ッ ちゃや 可ません ご と 生徒に 教 へて 居た。 

可笑しい 時に 笑 はな けれ あ、 腹が減 ッた時 便所へ 行く 

ひやか 

んで すか ッて、 僕 は 後で 冷評して ゃッ た。 



で、 そして、 ゥ ー、 そして、 甚だ 困って 了 はぬ もの ぢ 

やない か。 怎 だい。 従兄弟 君、 怒ッ たの かい。』 

しばらく 

『怒 ッたッ て 仕様が無い。』 と、 稍霎 時して から、 忠志 

君が 横向いて 云ッ た。 

『「仕様が無い」 と は 仕様が無い。 それ こそ 仕様が無 

いぢ やない か。』 

『だッ て、 実際 仕様が無 いから 喃。』 

『然し 君 は 大分 苦い 顔 をして 居る ぜ。 一 体 その 顔 は 

不可よ。 笑 ふなら 腸 まで 見える 様に 口 を あかなく ち 

や 不可。 怒るなら 男らしく 真 赤に なッて 怒る さ。 そん 

+6 た 

な 顔 付 は 厠で 見て る さへ 気の毒 だ。 そら、 そら、 段々 



まるで コ ップ をと とひ 

苦くな ッて くる。 宛然 洋盃に 一昨日 注いだ ビ— ルの様 

だ。 仕様のない 顔 だよ。』 

『馬鹿な。 君は怎 〔# 「怎」 は 底本で は 「恁匕 も、 実際 

JL AK. 、、ゝ *LS: 、 。 コ 

仕様 力る レ 』 

な あ 

『復 「仕様がない」 か。 ァハヽ ヽヽ。 仕様がない 喃。』 

と ぎ 

話が 間断れ ると、 ザ ザ ー ッ とい ふ浪の 音が、 急に 高 

くなる。 楠 野 君 は、 二人の 諍 ひ を 聞く でもな く、 聞か 

ぬで もな く、 横にな ッた 儘で、 紙 莨 を 吹かし 乍ら、 浪 

の 穂 頭 を 見渡して 居る。 鼻から 出る 煙 は、 一 寸 許りの 

ところで、 チヨ ィと 渦を卷 いて、 忽ち 海風に 散 ッてゅ 

く。 浪は相 不変、 活動写真の 舞踏の 歩調で、 重 り重リ 



向いて 進んで 来る。 浪が 今し も 逆 寄せて、 馬 も 車 も 呑 

あつ あつ あつ 

まむ とする。 呀 〔# 「呀」 は 底本で は 「冴 匕 と 思 ッて肇 

しら あわ 

さん は 目 を 見張 ッた。 砕けた 浪 の白嫗 は、 銀の 歯車 を 

な 力ば 力く 

巻いて、 見る まに 馬の 脚を嚙 み、 車輪の 半分まで 没し 

た。 小さい ノアの 方舟が 三つ 出来る。 浪が 退いた。 馬 

は 平気で 濡れた 砂の 上 を 進んで 来る。 復浪が 来て、 今 

度 は 馬の 腹まで も嚙 まう とする。 馬 は それでも 平気で 

ある、 相 不変 ズンく 進んで 来る。 肇 さん は 驚きの 目 

この さま 

を睜ッ て、 珍ら し 気に 此状を 眺めて 居た。 

『怎 だえ、 君、 函館は かね。』 と、 何時しか 紙 莨を啣 

へ て 居た 楠 野 君が 口 を 開いた。 



まるで いかん 

全然 駄目 だね。 内地に 一 番 近い 丈 それ 丈 不可。 内地の 

俗悪な 都会に 比して 優ッ てるの は、 さう さね、 まあ 月 

給が 多少 高い 位の もんだら う。 ハ ハヽヽ ヽ。』 

『そんなら 君 は 何故 三年 も 四 年 も 居たん だ。』 

『然 いはれ ると 立 瀬が 無くなる が、 … … 詰り 僕の 方が 

君より 遙 かに 意気地が 無 いんだね。 …… 昨夜 も 話した 

ッ けが、 僕の 方の 学校 だッ て、 其 内情 を 暴露して 見る 

と 実際 情け無い もんだ。 僕が 這入ッ てから 既に 足掛三 

年に もなる がね。 女学校と 謂へ や 君、 若い 女に 教 へる 

処だ らう。 若い 女 は 年 をと ッて、 妻に なり、 母になる _ 

所謂 家庭の 女王に な るんだら う。 其処 だ、 君。 僕 は 初 



『呼んだら 来る だら う。』 

『来てから 何 を 喰 はせ る。』 

そんな いらん 

『那麼 心配 は 不要よ。』 

『F 要 こと もない。 僕の 心配 は 天下に それ 一 つ だ。 今 

まで 八 円ぢゃ 仲々 喰へ なか ッた からね。』 

『大丈夫 だよ。 那麼事 は。』 

『然 かえ。』 

『まあ 僕に 委せる さ。』 

『呍、 委せよう。』 

『忠志 君の 話の 方が 駄目に しても、 何 か 必ず 見付かる 

よ。』 



灰色の 雲が 重々 しく 圧へ つける。 
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